
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

憲法９条は世界に誇れる世界の宝
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流氷

令和４年度網走市国民健康保険料の料率

　　　　区　分 令和４年度 令和３年度 備 考

医

療

分

所得割 6.30％ 6.30％ 据え置く

均等割 27,500 円 27,500 円 据え置く

平等割 24,000 円 24,000 円 据え置く

支

援

分

所得割 2.20％ 2.20％ 据え置く

均等割 9,500 円 9,500 円 据え置く

平等割 7,500 円 7,500 円 据え置く

介

護

分

所得割 1.70％ 1.70％ 据え置く

均等割 12,000 円 12,000 円 据え置く

平等割 6,000 円 6,000 円 据え置く
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日
本
の
赤
ち
ゃ
ん
が
１
年

間
で
85

万
人
と
毎
年
減
り
続

け
、
網
走
市
は
２
０
０
人
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
若
者
が
働
く
場
所
は
あ
っ
て
も
賃
金
が
安
い
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
余
裕
が
な
い
こ
と
や
高
い
教
育

費
も
不
安
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
大
企
業
の
た
め
込
み
で

労
働
者
の
賃
金
は
上
が
ら
ず
、
年
金
は
減
ら
さ
れ
、
国
民
は

先
の
見
え
な
い
状
況
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
食
べ
る
物
、
日

用
品
、
灯
油
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
価
格
が
上
が
り
、
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
不
安
は
、
は
か
り
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
ば
し
り
の
給
食
は
、
で
き
た
て
の
お
い
し
さ
を
子
ど
も

が
味
わ
え
る
自
校
方
式
で
し
た
が
、
調
理
員
の
退
職
が
相
次

ぎ
、
今
年
、
３
つ
の
調
理
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
正

職
員
を
減
ら
し
、
不
安
定
な
雇
用
と
な
っ
た
た
め
で
す
。
人

口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
子
ど
も

達
が
増
え
て
い
く
か
を
考
え
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ

イ

ナ

侵

略

を

止

め

よ
、
国
連
憲
章
を
守

れ
」
の
声
は
大
き
く

広
が
っ
て
い
る
が
戦

争
は
終
わ
ら
ず
１
０
０
日
を
越

え
、
ロ
シ
ア
は
民
間
施
設
へ
の
砲

撃
を
激
化
さ
せ
出
口
が
全
く
見
え

な
い
状
況
だ
。
こ
の
ま
ま
戦
争
が

続
け
ば
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金

融
な
ど
世
界
規
模
の
危
機
を
引
き

起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。
こ
の
戦
争
で
肥
料
の
原
料
輸

出
が
停
滞
、
国
際
的
市
場
が
高

騰
、
ホ
ク
レ
ン
は
来
年
迄
に
約

80

％
値
上
げ
す
る
と
の
発
表
に
友

人
は
営
農
意
欲
が
削
が
れ
る
と
怒

る
。
円
安
が
続
き
、
食
品
の
値
上

げ
は
１
万
品
目
を
突
破
し
た
と
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
公
表
。
さ
ら

に
年
内
再
値
上
げ
が
進
む
と
見
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
戦
争

も
影
響
し
て
い
る
が
物
価
高
騰
の

原
因
は
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
の
金

融
緩
和
に
よ
る
円
安
だ
。
▼
久
し

ぶ
り
に
友
人
に
合
っ
た
。「
年
金

が
少
な
い
の
で
死
ぬ
ま
で
働
か
ね

ば
な
ら
ん
」
生
活
が
大
変
と
、
こ

ぼ
す
。
参
議
院
選
挙
『
怒
り
の
一

票
を
』
と
、
訴
え
る
▼
走
る
に
は

良
い
季
節
と
な
っ
た
天
都
山
、
新

緑
萌
え
爽
や
か
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

き
、
木
漏
れ
日
が
降
り
注
ぐ
。
春

蝉
が
例
年
よ
り
早
く
鳴
く
が
急
に

寒
く
な
り
寒
さ
に
蝉
が
持
ち
堪
え

る
か
心
配
だ
！
天
都
山
の
ヤ
マ
ガ

ラ
が『
レ
ッ
ト•

イ
ッ
ト•

ビ
ー

‼
』
と
、
鳴
い
て
い

る
。

ア
ス
リ
ー
ト
爺

　

参
議
院
選
挙
が
今
月
22

日
に
公
示
さ
れ
ま
す
が
、

気
に
な
る
の
は
憲
法
を
変

え
る
こ
と
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
る
政
党
が
出
て
い
る
こ
と
で

す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
て
、
憲
法
９
条

で
は
国
は
守
れ
な
い
と
し
て
「
９
条
を
変
え
る
べ
き
」
と
言
い
、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
べ
き
」
と
か
「
核
の
共
有
」
ま
で

言
い
出
し
「
軍
事
費
を
２
倍
に
す
べ
き
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま

す
。「
軍
事
に
は
軍
事
」
で
は
、
い
つ
か
来
た
道
を
歩
む
こ
と

に
な
り
、
プ
ー
チ
ン
と
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。

　

軍
事
費
を
２
倍
と
い
う
と
12

兆
円
に
も
な
る
の
に
財
源
も

示
し
て
い
ま
せ
ん
、
無
責
任
で
危
険
で
す
。
軍
事
費
を
２
倍
に

す
る
に
は
、
①
社
会
保
障
費
を
削
る
②
消
費
税
の
増
税
③
赤
字

国
債
の
発
効
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
国
民
は
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
度
の
参
議
院
選
挙
は
、
戦
争

へ
の
道
を
進
む
の
か
、
平
和
な
日
本
を
つ
く
る
の
か
が
問
わ
れ

る
選
挙
で
す
。
改
憲
勢
力
で
あ
る
自
民
、
公
明
、
維
新
の
会
、

国
民
民
主
に
３
分
の
２
以
上
の
議
席
を
渡
さ
な
い
戦
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

市
議
会
総
務
経
済
委
員
会
が
６
日
開
か
れ
、

昨
年
の
公
園
遊
具
利
用
時
の
事
故
を
受
け
て

緊
急
点
検
を
行
い
、
遊
具
の
安
全
対
策
を
行
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
が
96

ヶ
所
の
内
78

ヶ
所
で
安
全
対
策

が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
対
策
の

状
況
と
し
て
、
昨
年
度
に
撤
去
し
た
の
は
、

37

公
園
で
74

遊
具
、
今
年
は
撤
去
が
７
公
園

で
９
遊
具
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
基

礎
部
部
分
の
土
盛
り
や
補
修
、
看
板
設
置
に

つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
公
園

公
園
遊
具
の
安
全
対
策

管
理
が
極
め
て
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
が
事
故
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

市
は
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
①
月
１
回

の
日
常
点
検
②
新
た
に
、
専
門
技
術
者
に
よ

る
年
１
回
の
定
期
点
検
③
遊
具
に
対
象
年
齢

シ
ー
ル
の
表
示
④
新
た
に
、
小
学
校
へ
の
「
遊

び
方
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
安
全
を
維
持
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

国
保
料 

賦
課
限
度
額
を
改
定
！

　

市
議
会
文
教
民
生
委
員
会
が
６
日
に
開
か

れ
、
国
民
健
康
保
険
料
の
料
率
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
網
走
市
の
国
保
加
入

世
帯
は
、
令
和
３
年
度
で
４
９
３
０
世
帯

８
１
４
３
名
が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
料
金
の
変
更
は
、
賦
課
限
度
額
の
医
療
分

を

２

万

円
、
後
期

高
齢
者
医

療
支
援
分

１
万
円
を

引

上

げ

る

も

の

で
、
対
象

と
な
る
世

帯
は
、
所

得
の
高
い

賦
課
限
度

額
の
世
帯
だ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
の
所
得
階

層
の
世
帯
は
、
保
険
料
の
料
率
に
つ
い
て
は
、

医
療
分
、
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
、
介
護

分
の
い
ず
れ
も
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

　

据
え
置
き
の
理
由
と
し
て
、
①
加
入
者
全

体
の
所
得
が
令
和
２
年
度
に
比
べ
３
年
度
は

所
得
が
上
が
っ
た
こ
と
②
今
回
の
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
全
体
の
保
険
料
が
確

保
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
で
賦
課
限
度
額
が
引
き
上
が

る
対
象
世
帯
は
、
医
療
分
で
３
３
４
世
帯
、

後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
で
３
７
０
世
帯
と

な
り
、
合
計
で
１
０
３
８
万
円
の
保
険
料
が
、

新
た
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
据
え
置
く
こ
と

が
で
き
た
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
未
就
学
児
童
の
均
等
割
り
が
半

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の

減
額
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。


